
学校段階等別・教科等別ワーキンググループ等の進捗状況等

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○総則・評価特別部会 １

【 、 、 、 、第一回：11月2日 第二回：12月2日 第三回：12月22日 第四回：１月18日

第五回：２月24日】

・総則・評価特別部会における検討事項（案）

・学習指導要領の構成と改善の視点（たたき台）

・アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の関係性について（整理イ

メージ案・たたき台）

・学習評価の改善に関する主な論点（案）

・学習評価の改善に関する今後の検討の方向性（２月２４日付）

（総則・評価特別部会に対する各部会等からの検討事項の報告）

・・・・・・・・・19・特別支援教育部会にける検討状況（第４回まで）

・・・・23・各教科等における障害に応じた配慮事項について（検討例）

・・・・・・・・・・・・・・・・・27・情報に関わる資質・能力について

・・・・・・・・・・・38・健康、安全等に関わる育成すべき資質・能力

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46○幼児教育部会

【 、 、 、 、第一回：10月23日 第二回：11月20日 第三回：12月24日 第四回：１月21日

第五回：３月７日】

・幼児教育部会における検討事項について（案）

・幼児教育部会（第３回）における検討事項

・幼稚園教育要領の構造化のイメージ（仮案・調整中）

・教育課程部会幼児教育部会（第４回）における検討事項

・教育課程部会幼児教育部会（第５回）における検討事項

・幼児教育における学びの過程のイメージ（たたき台）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53○特別支援教育部会

【第一回：11月６日、第二回：11月19日、第三回・第四回：12月16日、

第五回：１月20日、第六回：２月22日】

・特別支援教育部会における検討事項について（案）

・・・・・・・・・・・・・・・・○言語能力の向上に関する特別チーム 54

【 、 、 、 】第一回：10月22日 第二回：12月18日 第三回：１月13日 第四回：３月３日

・言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項

・言語に関する資質・能力（検討のたたき台）

・言語に関する資質・能力の要素（イメージ案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○国語ワーキンググループ 57

【 、 、 、 】第一回：11月19日 第二回：12月14日 第三回：１月19日 第四回：２月19日

・国語ワーキンググループにおける検討事項

・国語科で育成すべき資質・能力（検討のたたき台）

・国語科における学習活動の要素（イメージ案）

・国語教育のイメージ

・国語科で育成すべき資質・能力（各学校段階別 （検討のたたき台））

・高等学校国語科の現行の課題と改訂の方向性（たたき台）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○外国語ワーキンググループ 66

【 、 、 、 、第一回：10月26日 第二回：11月30日 第三回：12月11日 第四回：12月21日

第五回：1月12日、第六回：２月23日】

・外国語ワーキンググループにおける検討事項について

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて外国語教育におい

て育成すべき資質・能力の整理（たたき台）

・資質・能力を育成する学びのプロセスの要素イメージ



・・・・・・○高等学校の地歴・公民科科目の在り方に関する特別チーム 70

【第一回：11月12日、第二回：12月21日、第三回：２月１６日】

・高等学校地理・公民科科目の在り方に関する特別チームにおける検討事

項

・ 歴史総合（仮称 」の方向性・特色・構成イメージ (たたき台案)「 ）

・基軸となる問いに着目した「歴史総合（仮称 」の構成イメージ（たたき）

台案）

・高等学校学習指導要領における歴史科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（案）

・高等学校歴史系新科目における授業のイメージ（例）

・高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性（たたき台案）

（たたき台案）・ 地理総合（仮称 」において重視する思考力等と授業イメージ「 ）

・高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（案）

・地理歴史科で育成すべき資質・能力の整理（たたき台案）

・ 公共（仮称 」の方向性として考えられる構成（たたき台案）「 ）

・高等学校学習指導要領における公民科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（たたき台案）

・公民科で育成すべき資質・能力の整理（たたき台案）

・社会科等で育成すべき資質・能力の整理（たたき台案）

・・・・・・・・・・・・・○社会・地理歴史・公民ワーキンググループ 87

【第一回：12月７日、第二回：１月18日、第三回：１月25日、第四回：１月28日、

第五回：２月８日、第六回：２月29日、第七回：３月４日】

・社会・地理歴史・公民ワーキンググループにおける検討事項

・社会科、地理歴史科、公民科における思考力、判断力、表現力等の育成

のイメージ

・ 社会科等における見方や考え方と思考力、判断力、表現力等」イメージ「

（たたき台案）

・社会科における学習プロセスの例（たたき台案）



○高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方に関する特別チーム

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92

【第一回：11月20日、第二回：１月21日、第三回：３月１日】

・高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方に関する特別チーム

検討事項

・数理探究（仮称）の基本的な構造について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・○算数・数学ワーキンググループ 100

【 、 、 、 】第一回：12月17日 第二回：１月22日 第三回：２月１５日 第四回：３月11日

・算数・数学ワーキンググループにおける検討事項

・算数・数学教育のイメージ

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて各教科等において

育成すべき資質・能力の整理（案）

・算数・数学の学習プロセス（案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○理科ワーキンググループ 106

【 、 、 、 、第一回：11月10日 第二回：12月14日 第三回：１月14日 第四回：２月５日

第五回：３月９日】

・理科ワーキンググループにおける検討事項

・理科教育のイメージ（案）

・理科教育において育成すべき資質・能力（検討のたたき台）

・理科の各領域における特徴的な見方（案）

・資質・能力を育むために重視すべき学習過程等の例（たたき台）

（ ）・資質・能力の育成のために重視すべき理科の評価の在り方について 案

（ ）たたき台



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○芸術ワーキンググループ 113

【第一回：11月23日、第二回12月21日、第三回・第四回：１月22日、

第五回・第六回：２月23日】

・芸術ワーキンググループにおける検討事項

・小・中・高を通じ、音楽科、芸術科（音楽）において育成すべき資質・

能力の整理（検討のたたき台）

・音楽科、芸術科（音楽）における学習のプロセス（イメージ案）

・小・中・高を通じ、図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）におい

て育成すべき資質・能力の整理（検討のたたき台）

・図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）における学習のプロセス（イメージ案）

（ ） （ ）・芸術科 書道 において育成すべき資質・能力の整理 検討のたたき台

・芸術科（書道）における学習のプロセス（イメージ案）

・豊かな情操の育成を目指した小・中・高等学校修了時の児童生徒の姿 育（

成すべき資質・能力 （検討のたたき台））

・・・・・・・・・・・・・・・○家庭、技術・家庭ワーキンググループ 126

【 、 、 、第一回：11月30日 第二回・第三回：12月15日 第四回・第五回：２月17日

第六回：３月11日】

・家庭、技術・家庭ワーキンググループにおける検討事項

・技術・家庭科（技術分野）における教育のイメージ（たたき台）

（ ） （ ）・技術・家庭科 技術分野 において育成すべき資質・能力の整理 たたき台

・技術・家庭科（技術分野）の見方や考え方の整理（たたき台）

・技術・家庭科（技術分野）の学習プロセスの例（たたき台）

・技術・家庭科（技術分野）の改訂の方向性（たたき台案）

、 （ ） （ ）・家庭科 技術・家庭科 家庭分野 における教育のイメージ たたき台

、 （ （ ）・家庭科 技術・家庭科 家庭分野)において育成すべき資質・能力の整理 たたき台

・家庭科、技術・家庭科(家庭分野)における思考力・判断力、表現力等の育

成イメージ（たたき台）

・家庭科、技術・家庭科（家庭分野）における見方・考え方（たたき台）

・家庭科，技術・家庭（家庭分野）の学習プロセス(たたき台）

・小学校家庭科の改訂の方向性（たたき台案）



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○情報ワーキンググループ 140

【第一回：10月22日、第二回：11月24日、第三回：12月22日、

第四回：１月20日、第五回：２月23日】

・情報ワーキンググループの今後の検討事項について

・高等学校情報科（各学科に共通する教科）の改善について

・・・・・・・・・・○体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ 150

【第一回・二回：11月23日、第三回：12月10日、第四回：12月24日、

第五回：１月20日、第六回：２月10日、第七回：３月８日】

・体育・保健体育、健康、安全ＷＧにおける検討事項（案）

・健やかな体の育成に関する教育のイメージ（たたき台）

・ たたき台】資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて育成す【

べき資質・能力の整理イメージ（体育科・保健体育科）

・体育科・保健体育科における課題発見・解決の学びのプロセスのイメー

ジ（案）

・体育科・保健体育科におけるアクティブ・ラーニングのイメージについ

て

・体育・保健体育の特性に根ざした見方・考え方のイメージ（案）

・・・・・・・・・・・○生活・総合的な学習の時間ワーキンググループ 160

【第一回：11月16日、第二回：12月８日、第三回：1月12日、第四回：２月23日、

第五回：３月８日】

・生活・総合的な学習の時間ワーキンググループにおける検討事項

・カリキュラム・マネジメントのイメージ

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて生活科において育

成すべき資質・能力の整理（素案）

・生活科の学びのプロセスと育成すべき資質・能力の関係（案）

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて総合的な学習の時

間において育成すべき資質・能力の整理（素案）

・探究のプロセスと育成すべき資質・能力の関係（案）



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○特別活動ワーキンググループ 169

【 、 、 、 、第一回：11月25日 第二回：12月22日 第三回：１月20日 第四回：２月24日

第五回：３月10日】

・特別活動ワーキンググループにおける検討事項

・特別活動のイメージ（たたき台）

・特別活動において育成すべき資質・能力の視点について（案）

・特別活動と各教科との往還について（案）

・特別活動における各活動の整理（イメージ案）

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じて特別活動において

育成すべき資質・能力の整理

・特別活動における各活動の意義や役割

・資質・能力の三つの柱に沿った、小・中・高を通じてキャリア教育にお

いて育成すべき資質・能力の整理（素案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○産業教育ワーキンググループ 180

【第一回：12月７日、第二回：12月16日、第三回・四回：1月8日、

第五回：2月1日】

・産業教育ワーキンググループにおける検討事項

・産業教育のイメージ（案）

・資質・能力の三つの柱に沿った、職業に関する専門教科において育成す

べき資質・能力の整理（たたき台）

（未開催）

・中学校部会、高等学校部会

・考える道徳への転換に向けたワーキンググループ



 

総則・評価特別部会における検討事項（案） 

 

 

（１） 学習指導要領等全体及び総則の構造に関する考え方 

 

○ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、学習指導要領等全体や総則はどのような

構造や表現とすべきか。 

 

○ 論点整理で指摘された以下のような点について、各学校段階の総則においてどのように

示すべきか。 

・学校生活の核となる教育課程の意義 

・教育関係法令に定める目的・目標等との関係 

・育成すべき資質・能力の要素 

・知・徳・体の総合的な育成、道徳教育、体育・健康や安全等に関する指導 

・各教科等の本質的意義と教育課程の総体的構造 

・教科等横断的に育成すべき資質・能力と、教科等間の関係 

・教育課程編成の在り方（カリキュラム・マネジメント） 

・学習・指導の改善の視点（アクティブ・ラーニングの視点） 

・教育課程全体において重視すべき学習活動等（習得・活用・探究、言語活動、体験活動、

問題解決的な学習、自主的・自発的な学習、見通し・振り返り、繰り返し指導、情報機

器やネットワーク等の活用、社会教育施設等の活用、学校図書館を活用した読書活動、

美術館や音楽会等を活用した芸術鑑賞活動等） 

・部活動の位置付けと留意点 

 

（２）発達の段階や成長過程のつながりを踏まえた総則の在り方 

 

○ 論点整理で指摘された以下のような点について、各学校段階の教育の特質を踏まえつつ、

発達の段階や成長過程をつなぐ観点から、学習指導要領等においてどのように示すべき

か。 

・学校段階間の接続 

・１８歳の段階や義務教育段階で身に付けておくべき力についての考え方の共有 

・インクルーシブ教育システムの理念を踏まえた連続性のある「多様な学びの場」におけ

る十分な学びの確保 

平成 27 年 12 月 22 日 
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・特別支援教育に関すること（通級による指導や特別支援学級の意義・位置付け、「個別

の教育支援計画」や「個別の指導計画」の位置付け、特別支援教育コーディネーターを

中心とした支援体制の確立等） 

・キャリア教育の視点 

・多様な個に応じた指導の在り方（優れた才能や個性を有する児童生徒への指導や支援、

海外から帰国した子供や外国人児童生徒への日本語指導・適応指導等、学び直し、習熟

度別指導等） 

・生徒指導、進路指導 

 

（３）社会とのつながり 

   

○ 家庭や地域社会との連携や、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習、異年齢・

世代間交流等について、学習指導要領等においてどのように示すべきか。 

 

（４）学習評価 

 

○ 論点整理で指摘された以下のような点について、どのように考えるか。 

・育成すべき資質・能力等を踏まえた学習評価の今後の方向性について 

・観点別学習状況の評価の在り方について 

・多様な学習活動や学習成果の評価について 

・学習評価と学習・指導方法の改善について 

・指導要録の在り方について 

・効果的な学習評価の推進方策について 
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校
行
事

・
１
単
位
時
間
の
適
切
な
設
定

・
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
弾
力
的
な
時
間
割

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
よ
る
特
別
活
動
（
学
校
行
事
）
へ
の
振
り
替
え

第
４

指
導

計
画

の
作

成
等

に
当

た
っ

て
配

慮
す

べ
き

事
項

１
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
、
調
和
の
取
れ
た
具
体
的
な
指
導
計
画

・
各
教
科
、
各
学
年
間
の
相
互
の
連
携
、
系
統
的
・
発
展
的
指
導

・
２
学
年
を
見
通
し
た
指
導

・
ま
と
め
方
や
重
点
の
置
き
方
に
工
夫
し
た
効
果
的
な
指
導

・
合
科
的
・
関
連
的
な
指
導

２
そ
の
他
の
配
慮

・
言
語
活
動
の
充
実

・
体
験
的
な
学
習
、
問
題
解
決
的
な
学
習
、
自
主
的
・
自
発
的
な
学
習

・
学
級
経
営
の
充
実
、
生
徒
指
導
の
充
実

・
児
童
が
見
通
し
を
立
て
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動

・
学
習
課
題
の
選
択
や
自
ら
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

・
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
・
障
害
の
あ
る
児
童
へ
の
指
導

・
海
外
か
ら
帰
国
し
た
児
童
等
へ
の
適
切
な
指
導

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
手
段
の
活
用
、
視
聴
覚
教
材
等
の
活
用

・
学
校
図
書
館
の
計
画
的
な
利
用
、
読
書
活
動
の
充
実

・
評
価
に
よ
る
指
導
の
改
善
、
学
習
意
欲
の
向
上

・
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、
学
校
間
の
連
携
や
交
流
、
障
害
の
あ
る
幼
児

児
童
生
徒
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習
、
高
齢
者
な
ど
と
の
交
流
の
機
会

「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」
の

理
念

の
実

現
に

向
け

て
、

小
学

校
学

習
指

導
要

領
全

体
及

び
総

則
は

ど
の

よ
う

な
構

造
や

表
現

と
す

る
こ

と
が

ふ
さ

わ
し

い
か

小
学

校
学

習
指

導
要

領
の

構
成

学
習
指
導
要
領
の
構
成
と
改
善
の
視
点
（
た
た
き
台
）

0
※

 
平

成
３

０
年

度
よ

り

各
教

科
ご

と
に

，
目

標
，

内
容

，
内

容
の

取
扱

い
を

規
定

第
１章

総
則

第
２
章

各
教

科

第
３
章
特
別
の
教
科
道
徳
※

第
４
章
外
国
語
活
動

第
５
章
総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
６
章
特

別
活

動

第
１

節
国

語
第

２
節

社
会

第
３

節
算

数
第

４
節

理
科

第
５

節
生

活

第
６

節
音

楽
第

７
節

図
画

工
作

第
８

節
家

庭
第

９
節

体
育

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

に
つ

い
て

各
教

科
等

に
わ

た
る

通
則

的
事

項
を

規
定

小
学

校
の

教
育

課
程

全
体

を
通

じ
て

育
成

す
る

資
質

・
能

力

横
断

的
に

育
成

す
べ

き
資

質
・
能

力
と

教
科

等
間

の
関

係

教
育

課
程

編
成

の
在

り
方

（
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

･ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ）

の
視

点

学
習

・
指

導
方

法
の

改
善

（
ｱ

ｸ
ﾃ
ｨﾌ

ﾞ･
ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

の
視

点

知
・
徳

・
体

の
総

合
的

な
育

成
の

視
点

学
校

生
活

の
核

と
な

る
教

育
課

程
の

意
義

教
科

等
各

教
科

等
の

本
質

的
意

義
と

教
育

課
程

の
総

体
的

構
造

教
育

課
程

全
体

に
お

い
て

重
視

す
べ

き
学

習
活

動
等

（
習

得
・
活

用
・
探

究
、

言
語

活
動

、
体

験
活

動
、

問
題

解
決

的
な

学
習

、
自

主
的

・
自

発
的

な
学

習
、

見
通

し
・
振

り
返

り
、

繰
り

返
し

指
導

、
情

報
機

器
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

活
用

、
社

会
教

育
施

設
等

の
活

用
、

学
校

図
書

館
を

活
用

し
た

読
書

活
動

、
美

術
館

や
音

楽
会

等
を

活
用

し
た

芸
術

鑑
賞

活
動

等
）

論
点

整
理

を
踏

ま
え

て
追

加
又

は
整

理
す

べ
き

視
点

（
例

）

学
校

段
階

間
の

接
続

18
歳

の
段

階
や

義
務

教
育

段
階

で
身

に
つ

け
て

お
く
べ

き
力

の
共

有 キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点

多
様

な
個

に
応

じ
た

指
導

の
在

り
方

（
優

れ
た

才
能

や
個

性
を

有

す
る

児
童

生
徒

へ
の

指
導

や
支

援
、

海
外

か
ら

帰
国

し
た

子
供

や
外

国
人

児
童

生
徒

へ
の

日
本

語
指

導
・
適

応
指

導
等

、
学

び
直

し
、

習
熟

度
別

指
導

等
）

生
徒

指
導

、
進

路
指

導

ｲ
ﾝ
ｸ
ﾙ

ｰ
ｼ
ﾌ
ﾞ教

育
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
理

念
を

踏
ま

え
た

連
続

性
の

あ
る

「
多

様
な

学
び

の
場

」
に

お
け

る
十

分
な

学
び

の
確

保

青
字

は
、

中
学

校
学

習
指

導
要

領
に

は
示

さ
れ

て
い

な
い

観
点

平
成

2
7

年
1

2
月

2
日

総
則

・
評

価
特

別
部

会

資
料

４ １

3



２

各
教

科
等

ご
と

に
，

目
標

，
内

容
，

内
容

の
取

扱
い

を
規

定

第
１章

総
則

第
２
章

各
教

科

第
３
章

特
別
の
教
科

道
徳
※

第
４
章
総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
５
章

特
別

活
動

第
１

節
国

語
第

２
節

社
会

第
３

節
数

学
第

４
節

理
科

第
５

節
音

楽

第
６

節
美

術
第

７
節

保
健

体
育

第
８

節
技

術
・
家

庭
第

９
節

外
国

語

教
育

課
程

の
編

成
、

実
施

に
つ

い
て

各
教

科
等

に
わ

た
る

通
則

的
事

項
を

規
定

第
１

教
育

課
程

編
成

の
一

般
方

針
・
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
等
に
示
さ
れ
た
教
育
の
目
的
、
目
標

学
力
の
３
要
素
、
言
語
活
動
の
充
実
、
生
徒
の
学
習
習
慣
の
確
立

・
道
徳
教
育

・
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導

第
２

内
容

の
取

扱
い

に
関

す
る

共
通

的
事

項
・
発
展
的
内
容
の
指
導
と
留
意
点

・
指
導
の
順
序
の
工
夫

・
学
年
の
目
標
及
び
内
容
の
示
し
方
・
複
式
学
級
・
選
択
教
科
の
開
設

第
３

授
業

時
数

の
取

扱
い

・
年
間
の
授
業
日
数
（
週
数
）
・
生
徒
会
活
動
、
学
校
行
事

・
１
単
位
時
間
の
適
切
な
設
定
、
短
時
間
学
習
の
留
意
点

・
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
弾
力
的
な
時
間
割

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
よ
る
特
別
活
動
（
学
校
行
事
）
へ
の
振
り
替
え

第
４

指
導

計
画

の
作

成
等

に
当

た
っ

て
配

慮
す

べ
き

事
項

１
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
、
調
和
の
取
れ
た
具
体
的
な
指
導
計
画

・
各
教
科
、
各
学
年
間
の
相
互
の
連
携
、
系
統
的
・
発
展
的
指
導

・
２
学
年
を
見
通
し
た
指
導

・
ま
と
め
方
や
重
点
の
置
き
方
に
工
夫
し
た
効
果
的
な
指
導

２
そ
の
他
の
配
慮

・
言
語
活
動
の
充
実

・
体
験
的
な
学
習
、
問
題
解
決
的
な
学
習
、
自
主
的
・
自
発
的
な
学
習

・
生
徒
指
導
の
充
実
・
進
路
指
導
の
充
実
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
充
実

・
生
徒
が
見
通
し
を
立
て
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動

・
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
・
障
害
の
あ
る
生
徒
の
指
導

・
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
等
へ
の
適
切
な
指
導

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
情
報
手
段
の
活
用
、
視
聴
覚
教
材
等
の
活
用

・
学
校
図
書
館
の
計
画
的
な
利
用
、
読
書
活
動
の
充
実

・
評
価
に
よ
る
指
導
の
改
善
、
学
習
意
欲
の
向
上

・
部
活
動
の
意
義
や
留
意
点

・
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、
学
校
間
の
連
携
や
交
流
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生

徒
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習
、
高
齢
者
な
ど
と
の
交
流
の
機
会

青
字

は
、

小
学

校
学

習
指

導
要

領
に

は
示

さ
れ

て
い

な
い

観
点

論
点

整
理

を
踏

ま
え

て
追

加
又

は
整

理
す

べ
き

視
点

（
例

）

1

中
学

校
の

教
育

課
程

全
体

を
通

じ
て

育
成

す
る

資
質

・
能

力

横
断

的
に

育
成

す
べ

き
資

質
・
能

力
と

教
科

等
間

の
関

係

教
育

課
程

編
成

の
在

り
方

（
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

･ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ）

の
視

点

学
習

・
指

導
方

法
の

改
善

（
ｱ

ｸ
ﾃ
ｨﾌ

ﾞ･
ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

の
視

点

知
・
徳

・
体

の
総

合
的

な
育

成
の

視
点

学
校

生
活

の
核

と
な

る
教

育
課

程
の

意
義

教
科

等
各

教
科

等
の

本
質

的
意

義
と

教
育

課
程

の
総

体
的

構
造

教
育

課
程

全
体

に
お

い
て

重
視

す
べ

き
学

習
活

動
等

（
習

得
・
活

用
・
探

究
、

言
語

活
動

、
体

験
活

動
、

問
題

解
決

的
な

学
習

、
自

主
的

・
自

発
的

な
学

習
、

見
通

し
・
振

り
返

り
、

繰
り

返
し

指
導

、
情

報
機

器
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

活
用

、
社

会
教

育
施

設
等

の
活

用
、

学
校

図
書

館
を

活
用

し
た

読
書

活
動

、
美

術
館

や
音

楽
会

等
を

活
用

し
た

芸
術

鑑
賞

活
動

等
）

学
校

段
階

間
の

接
続

18
歳

の
段

階
や

義
務

教
育

段
階

で
身

に
つ

け
て

お
く
べ

き
力

の
共

有

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点

多
様

な
個

に
応

じ
た

指
導

の
在

り
方

（
優

れ
た

才
能

や
個

性
を

有
す

る
児

童
生

徒
へ

の
指

導
や

支
援

、
海

外
か

ら
帰

国
し

た
子

供
や

外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
日

本
語

指
導

・
適

応
指

導
等

、
学

び
直

し
、

習
熟

度
別

指
導

等
）

生
徒

指
導

、
進

路
指

導

ｲ
ﾝ
ｸ
ﾙ

ｰ
ｼ
ﾌ
ﾞ教

育
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
理

念
を

踏
ま

え
た

連
続

性
の

あ
る

「
多

様
な

学
び

の
場

」
に

お
け

る
十

分
な

学
び

の
確

保

部
活

動
の

位
置

づ
け

中
学

校
学

習
指

導
要

領
の

構
成

「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」
の

理
念

の
実

現
に

向
け

て
、

中
学

校
学

習
指

導
要

領
全

体
及

び
総

則
は

ど
の

よ
う

な
構

造
や

表
現

と
す

る
こ

と
が

ふ
さ

わ
し

い
か

※
 

平
成

３
１

年
度

よ
り

4



高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

の
構

成

2

各
教
科
・
科
目
ご
と
に
，
目
標
，
内
容
，

内
容
の
取
扱
い
を
規
定

第
１章

総
則

第
２
章

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科

第
４
章

総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
５
章

特
別

活
動

教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針
、
各
教
科
・
科

目
及
び
単
位
数
、
各
教
科
・
科
目
等
の
履
修
、

各
教
科
・
科
目
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及

び
特
別
活
動
の
授
業
時
数
、
内
容
等
の
取
扱

い
に
関
す
る
共
通
的
事
項
、
指
導
計
画
の
作

成
等
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項
等
に
つ

い
て
規
定

第
３
章
主
と
し
て
専
門
学
科
に

設
置
さ
れ
る
各
教
科

各
教
科
ご
と
に
，
目
標
，
内
容
，
内
容
の

取
扱
い
を
規
定

農
業
、
工
業
、
商
業
、
水
産
、
家
庭
、
看
護
、
情
報
、

福
祉
、
理
数
、
体
育
、
音
楽
、
美
術
、
英
語

国
語
、
地
理
歴
史
、
公
民
、
数
学
、
理
科
、

保
健
体
育
、
芸
術
、
外
国
語
、
家
庭
、
情
報

第
１

款
教

育
課

程
編

成
の

一
般

方
針

・
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
等
に
示
さ
れ
た
教
育
の
目
的
、
目
標

・
学
力
の
３
要
素
、
言
語
活
動
の
充
実
、
生
徒
の
学
習
習
慣
の
確
立

・
道
徳
教
育

・
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導

・
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
体
験
的
な
学
習
の
指
導

第
２
款
各
教
科
・
科
目
及
び
単
位
数
等

・
卒
業
ま
で
に
履
修
さ
せ
る
単
位
数
等

・
各
教
科
、
科
目
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
学
習
の
時
間
の
単
位
数
等

・
学
校
設
定
教
科
、
科
目

第
３
款
各
教
科
・
科
目
の
履
修
等

・
各
学
科
に
共
通
す
る
必
履
修
教
科
・
科
目
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間

・
専
門
学
科
、
総
合
学
科
に
お
け
る
各
教
科
・
科
目
の
履
修
等

第
４
款
各
教
科
・
科
目
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
授
業
時
数
等

第
５
款
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項

１
選
択
履
修
の
趣
旨
を
生
か
し
た
適
切
な
教
育
課
程
編
成

２
各
教
科
・
科
目
等
の
内
容
等
の
取
扱
い

３
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項

・
各
教
科
・
科
目
の
相
互
の
関
連
を
図
っ
た
発
展
的
、
系
統
的
な
指
導

・
各
事
項
の
ま
と
め
方
や
重
点
の
置
き
方
の
工
夫

・
義
務
教
育
段
階
で
の
学
習
内
容
の
確
実
な
定
着

・
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
の
作
成

４
職
業
教
育
に
関
し
て
配
慮
す
べ
き
事
項

・
普
通
科
に
お
け
る
配
慮
事
項
・
専
門
学
科
に
お
け
る
配
慮
事
項

・
進
路
指
導
等
の
充
実

５
教
育
課
程
の
実
施
等
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項

・
言
語
活
動
の
充
実

・
個
々
の
生
徒
の
特
性
等
の
伸
張

・
生
徒
指
導
の
充
実

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

・
生
徒
が
見
通
し
を
立
て
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
活
動

・
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
・
学
習
の
遅
れ
が
ち
な
生
徒
な
ど
へ
の
配
慮

・
障
害
の
あ
る
生
徒
な
ど
へ
の
配
慮

・
海
外
か
ら
帰
国
し
た
生
徒
な
ど
へ
の
適
切
な
指
導
・
情
報
モ
ラ
ル
、
情
報
活
用
能
力

・
学
校
図
書
館
の
計
画
的
な
利
用
、
読
書
活
動
の
充
実

・
部
活
動
の
意
義
と
留
意
点

・
評
価
に
よ
る
指
導
の
改
善
、
学
習
意
欲
の
向
上

・
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、
学
校
間
の
連
携
や
交
流
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
と

の
交
流
及
び
共
同
学
習
、
高
齢
者
な
ど
と
の
交
流
の
機
会

第
６
款
単
位
の
修
得
及
び
卒
業
の
認
定

・
単
位
の
修
得
の
認
定

・
卒
業
ま
で
に
修
得
さ
せ
る
単
位
数

・
各
学
年
の
課
程
の
修
了
の
認
定

第
７
款
通
信
制
の
課
程
に
お
け
る
教
育
課
程
の
特
例

論
点

整
理

を
踏

ま
え

て
追

加
又

は
整

理
す

べ
き

視
点

（
例

）

高
等

学
校

の
教

育
課

程
全

体
を

通
じ

て
育

成
す

る
資

質
・
能

力

横
断

的
に

育
成

す
べ

き
資

質
・
能

力
と

教
科

等
間

の
関

係

教
育

課
程

編
成

の
在

り
方

（
ｶ
ﾘ
ｷ

ｭ
ﾗ
ﾑ

･ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ）

の
視

点

学
習

・
指

導
方

法
の

改
善

（
ｱ

ｸ
ﾃ
ｨﾌ

ﾞ･
ﾗ
ｰ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ）

の
視

点

知
・
徳

・
体

の
総

合
的

な
育

成
の

視
点

学
校

生
活

の
核

と
な

る
教

育
課

程
の

意
義

教
科

等
各

教
科

等
の

本
質

的
意

義
と

教
育

課
程

の
総

体
的

構
造

教
育

課
程

全
体

に
お

い
て

重
視

す
べ

き
学

習
活

動
等

（
習

得
・
活

用
・
探

究
、

言
語

活
動

、
体

験
活

動
、

問
題

解
決

的
な

学
習

、
自

主
的

・
自

発
的

な
学

習
、

見
通

し
・
振

り
返

り
、

繰
り

返
し

指
導

、
情

報
機

器
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

活
用

、
社

会
教

育
施

設
等

の
活

用
、

学
校

図
書

館
を

活
用

し
た

読
書

活
動

、
美

術
館

や
音

楽
会

等
を

活
用

し
た

芸
術

鑑
賞

活
動

等
）

18
歳

の
段

階
や

義
務

教
育

段
階

で
身

に
つ

け
て

お
く
べ

き
力

の
共

有

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点
生

徒
指

導
、

進
路

指
導

ｲ
ﾝ
ｸ
ﾙ

ｰ
ｼ
ﾌ
ﾞ教

育
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
理

念
を

踏
ま

え
た

連
続

性
の

あ
る

「
多

様
な

学
び

の
場

」
に

お
け

る
十

分
な

学
び

の
確

保

部
活

動
の

位
置

づ
け

学
校

段
階

間
の

接
続

多
様

な
個

に
応

じ
た

指
導

の
在

り
方

（
優

れ
た

才
能

や
個

性
を

有
す

る
児

童
生

徒
へ

の
指

導
や

支
援

、
海

外
か

ら
帰

国
し

た
子

供
や

外
国

人
児

童
生

徒
へ

の
日

本
語

指
導

・
適

応
指

導
等

、
学

び
直

し
、

習
熟

度
別

指
導

等
）

青
字

は
、

小
・
中

学
校

学
習

指
導

要
領

に
は

示
さ

れ
て

い
な

い
観

点

「
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

」
の

理
念

の
実

現
に

向
け

て
、

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

全
体

及
び

総
則

は
ど

の
よ

う
な

構
造

や
表

現
と

す
る

こ
と

が
ふ

さ
わ

し
い

か

３
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アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の育成との関係について 

－特に「深い学び」を実現する観点から－ 

 

標記について以下の通り、総則・評価特別部会における現在までの議論をまとめた。各教

科等においては、こうした議論の状況を踏まえつつ、資質・能力の三つの柱や、各教科等の

特性に応じ育まれる「見方や考え方」の明確化、学習プロセスの在り方、資質・能力及び学

習プロセスと指導内容との構造化について、引き続きご検討いただきたい。 

 

１．アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の育成について 

（アクティブ・ラーニングの三つの視点と授業改善） 

○ 昨年８月にまとめられた「論点整理」においては、「社会に開かれた教育課程」の理念

のもと、子供たちに育成すべき資質・能力を総合的に育むためには、学びの量とともに、

質や深まりが重要であるとされ、各教科等における習得・活用・探究の学習過程全体を

見渡しながら、「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」の三つの視点に立って学び

全体を改善していくことが提言された。 

○ こうしたアクティブ・ラーニングの視点に基づく授業改善が行われ、学びが改善される

ことにより、子供たちは、各教科等の内容的な理解を深めながら、育成すべき資質・能

力を身に付けていくことができる。こうした深い理解や資質・能力の獲得は、学ぶこと

の意義や社会との関係の実感につながり、学習に向かう子供たちの内発的な動機を高め、

自己調整を行いながら生涯学びつつける力の獲得につながることになる。 

○ 「論点整理」を踏まえ、学校現場では様々な取組が広がりつつある一方で、「この型を

取り入れなければアクティブ・ラーニングではない」「この方法を実施しておけば見直し

の必要はない」というような、「型」に着目した理解がなされているとの懸念もある。「論

点整理」にもあるように、アクティブ・ラーニングの視点は、特定の学習・指導の型や

方法の在り方ではなく、習得・活用・探究の学習過程全体を見通した不断の授業改善の

視点であることに留意する必要がある。 

○ 一方で、教育委員会等は学校現場から、理念だけではなく、具体的な実践例を求められ

ているところでもある。こうした実践例については、様々な型や方法の種類を紹介する

のではなく、アクティブ・ラーニングの視点に基づきどのように授業が改善され、子供

たちのどのような変容（学習内容の深い理解や資質・能力の獲得、学習への動機づけ等）

につながったかという、授業改善に関する実践例の蓄積と普及がなされるべきであると

平成 28 年 2 月 24 日 

総 則 ・ 評 価 特 別 部 会 

   資 料２ －１ 
※会議での意見を踏まえ修正 
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考える。学習や指導の型や方法は、そうした授業改善の一つの手段として、その効果が

検証され不断に見直されていくべきものと考える。 

 

（「深い学び」の視点） 

○ また、アクティブ・ラーニングの三つの視点のうち、「対話的な学び」及び「主体的な

学び」が注目され、「深い学び」の視点に基づく改善が図られていないとの指摘もある。

「対話的な学び」や「主体的な学び」はその趣旨が教科共通で理解できる視点であるの

に対して、「深い学び」の在り方は各教科等の特性に応じて示される必要があり、その具

体像については、現在、各教科等ＷＧにおいて議論中であることから、具体的なイメー

ジがつかみにくいことも、その一因として考えられる。 

○ 現在各教科等において、育成すべき資質・能力の三つの柱に沿った明確化や、それを育

む学習プロセスの在り方に関する検討がなされているが、こうした議論を通じて、この

「深い学び」の視点の具体化を図ることが重要である。 

○ 議論の中では、複数の教科等別ＷＧにおいて、資質・能力の育成や学習の深まりの鍵と

なるものとして、各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」が重要ではないかと

の検討がなされているところである。こうした「見方や考え方」を、習得・活用・探究

を見通した学習過程の中で働かせながら思考・判断・表現し、「見方や考え方」を更に成

長させながら、資質・能力を獲得していくことが「深い学び」であり、そうした学びと

資質・能力の育成との関係を分かりやすく示していく必要があるのではないか、と考え

られる。 

○ アクティブ・ラーニングの視点に基づく学びについては、深さを欠くことによる失敗事

例も報告されているところ（「論点整理」の巻末資料参照）であり、「深い学び」を実現

する視点は極めて重要である。教員には、こうした「深い学び」を通じて、子供たちの

各教科等の内容的な理解に責任を持ち、必要な指導内容を組み立てる力量を高め、基本

的な事項は分かりやすく教員が教えるということも含めて、子供たちに関わっていくこ

とが求められる。 

 

２．各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」について 

○ 「見方や考え方」という概念自体は新しいものではなく、現行学習指導要領においても、

例えば社会科においては「社会的な見方や考え方」、理科においては「科学的な見方や考

え方」、美術においては「独創的・総合的な見方や考え方」を培うこととされている。幼

児期では、生活全体を通じて総合的な指導を行う中で、ものの見方や考え方等を培うこ

ととされている。一方で、その内容については必ずしも具体的に説明されていないのが

現状である。 

22
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○ 「見方や考え方」とは、様々な事象等を捉える各教科等ならではの視点や、各教科等な

らではの思考の枠組みであると考えられる。こうした「見方や考え方」と育成すべき資

質・能力の関係について、以下のような整理ができるのではないか（別添イメージ図参

照）。 

・「見方や考え方」は、知識・技能を構造化して身に付けていくために不可欠である。「見

方や考え方」を働かせながら、知識・技能を習得したり、知識・技能を活用して探究

したりすることにより、知識を他と関連づけて定着させたり、構造化された新たな知

識として習得したり、技能を習熟・熟達させたりすることができる。 

・「見方や考え方」が成長することにより、思考力・判断力・表現力が豊かなものとなり、

より広い領域や複雑な事象をもとに思考・判断・表現できる力として育成されていく。 

・学びに向かう力や人間性の育成には、どのような「見方や考え方」を通じて社会や世

界にどのように関わるかという点が大きく作用している。 

○ 子供たちが習得・活用・探究を見通した学習過程の中で、「見方や考え方」を働かせて

思考・判断・表現し、「見方や考え方」を成長させながら、資質・能力を獲得していける

ような学びが、「アクティブ・ラーニング」の視点である「深い学び」ではないかと考え

られる。 

・習得・活用・探究を見通した学習過程の中で、各教科等ならではの視点で事象等を捉

え、各教科ならではの思考の枠組みを用いて思考・判断・表現することなどを通じて、

子供たちの「見方や考え方」が成長していくことが重要である。教員には、そうした

学びの実現により、各教科等の内容に関する深い理解や資質・能力の育成が図られる

よう、指導内容を組み立て、子供たちに関わっていくことが求められる。 

・その際、各教科等の指導内容を組み立てる際の視点の一つとして、子供たち一人一人

の「見方や考え方」の困難さを捉え、必要な支援等を工夫し、その成長を支えていく

ことも重要である。 

 

３．教科横断的な学び等を通じた「見方や考え方」の総合的・統合的な育成について 

○ 例えば、国語科の特性に応じ育まれる「見方や考え方」は、各教科等における言語活動

等を通じて、他教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」を広げていく役割も有する

など、各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」は、相互に影響し合いながら成長

していくものと考えられる。 

○ 特に、総合的な学習の時間や特別活動といった、教科以外のいわゆる領域は、教科横断

的な学びや実践的な集団活動等を通じて、各教科において育まれた「見方や考え方」を総

合・統合させながら、各領域の特性に応じた「見方や考え方」を育んでいくものと考えら

れる。それにより、社会や世界のより広範な事象を捉えて考えたり、一つの事象を多様な

33
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角度から捉えて考えたり、現実の中のより複雑な文脈の中で物事を捉えて考えたりするこ

とができるようになる。併せて、各教科の「見方や考え方」も成長していくものと考えら

れる。 

 

（なお、言語活動や体験活動との関係、学習評価との関係等についても議論中であり、追っ

て整理の予定。） 

44
9



資
質
・
能
力
の

育
成

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
の
育
成

概
念
的
な

知
識
の
獲
得

「
見
方
や
考
え
方
」を
働
か
せ
た
深
い
学
び
と
資
質
・能
力
の
育
成
（イ
メ
ー
ジ
）

「 見 方 や 考 え 方 」 の 成 長
情
意
・
態
度
の

育
成
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学習評価の改善に関する主な論点（案） 

 

１．育成すべき資質・能力と学習評価の在り方について 

育成すべき資質・能力に基づく教育課程の構造化と学習評価の改善を一体的に進めて

いくためには、どのような改善が必要か。 

 ○教育目標の構造と学習評価の関係（「目標に準拠した評価」のさらなる実質化） 

 ○資質・能力の三つの柱それぞれの性質を踏まえた、ふさわしい評価の在り方 

  ・観点別評価（学習状況を分析的に捉える） 

  ・個人内評価（一人一人の良い点や可能性、進歩の状況について評価する） 

○資質・能力と学習評価の在り方を踏まえた、指導要録の在り方 

（参考）「指導に関する記録」の記載事項 

・「各教科の学習の記録」として「観点別学習状況」と「評定」 

 ・「総合的な学習の時間の記録」 

 ・「特別活動の記録」 

 ・「行動の記録」 

 ・「総合所見及び指導上参考となる諸事項」 

 ・「出欠の記録」 

 ○学習評価に関する、学習指導要領、解説、教育課程部会報告、指導要録の改善に関する

通知、国立教育政策研究所作成の参考資料等の意義や関係性の再整理 

 

２．観点別学習状況の評価の在り方について 

現行の評価の観点（Ｈ22 通知）は、「知識・理解」「技能」「思考・判断・表現」「関

心・意欲・態度」の４観点を基本としているが、これらは、学校教育法改正(H19)で明確

に示された、学力の３要素を基にしたものであり、基となる考え方の要素は３つである。

こうした関係性を更に分かりやすくするとともに、「論点整理」を踏まえ、評価の観点

と資質・能力の関係をより構造化していくためには、どのような改善が必要か。 

○「論点整理」の考え方と教科の特性を踏まえた、評価の観点に関する共通的な考え方の

整理 

平成 2 8 年１月１８日 

総 則 ・ 評 価 特 別 部 会 

資料６－１ 
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 （３つの観点で整理することについて考えられるメリット） 

・教科の目標と評価の観点が対応することにより、指導と評価の一体化をより円滑に推

進する。（教員の負担も軽減される） 

 ・評価における学力の三要素のバランスがよくなる（４観点では「知識」「技能」の比

重が相対的に大きいように受け止められる） 

 ・教科・校種を超えて共通の整理をすることにより、評価の改善に向けた学校や教育委

員会の組織的取組等を行いやすくする 

 （教科の特性） 

 ・体育の「思考・判断」、音楽の「音楽表現の創意工夫」「音楽表現の技能」のように

「思考・判断・表現」の「表現」と各教科固有の「表現」との違いに留意が必要なも

の 

・国語、外国語、芸術系教科等で、「思考・判断・表現」と「技能」が不可分であると

されているもの 

 ・保健分野の「技能」、芸術系教科の「知識」等、対応する観点が示されていないもの 

○「知識」の意味について、知識の習得・構造化と発達の段階を踏まえた評価の考え方に

ついて 

○「思考･判断・表現」の評価の在り方について 

○「主体的に学習に取り組む態度」と現行の「関心・意欲・態度」の関係性の整理や、具

体的な評価の在り方について 

 

３．各学校における学習評価の質を高めていくために必要な取組等について 

各学校における、学習評価に対する取組を活性化するためには、どのような考え方の

整理や取組上の工夫が必要か。 

○カリキュラム・マネジメントと学習評価の関係について 

○年間計画と単元、授業の組み立て方と評価の場面について 

○診断的評価、形成的評価、総括的評価の意義と在り方について 

○多様な学習活動や学習成果の評価について 

○アクティブ・ラーニングの視点との関係について 

○教職課程や研修の中における評価の扱いについて 
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○ICT の活用について 

 

４．学習評価を子供一人一人の自己評価につなげ、学習意欲を高めていくために必要な取組

等について 

学習評価を、子供一人一人の「学びに向かう力」の向上につなげていくためには、ど

のような工夫が必要か。 

○学習評価と「メタ認知」の関係 

○子供一人一人が、自らの学習状況やキャリア実現を見通し振り返ることができるように

するために仕組みの在り方 
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学習評価の改善に関する今後の検討の方向性（２月２４日付） 

 

「目標に準拠した評価」を、資質・能力の育成の観点から実質化していくため、以下のよ

うな方向性や留意点等に基づき、各教科等で学習評価の改善についてご検討いただきたい。 

 

（育成すべき資質・能力を踏まえた目標や指導内容の明確化について） 

○各教科等の目標を、資質・能力の三つの柱に基づき構造化すること。 

○各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」について明確化すること。 

○指導内容についても、資質・能力の三つの柱に基づきどのような力を育成するのかが明確

となるような構造化を図ること。 

○資質・能力の三つの柱は、相互に関係し合いながら育成されることを明確にしていくこと

が重要であるので、総則などで示していく方向で、総則・評価特別部会で引き続き検討

していくこと。 

 

（観点別評価について） 

○観点別評価については、前回改訂時に整理された学力の三要素と評価の観点の関係性を踏

まえて、各観点の趣旨が明確化され、観点別評価の実施率も高い状況であること、思考・

判断・表現の評価の在り方に関する様々な実践も進展していることなどの一方で、子供

たちの資質・能力の育成に向けた指導と評価の一体化といった観点からは、改善の余地

があるとの指摘もあるところであり、こうした指摘を踏まえつつ、以下のような改善に

ついて検討すること。 

○「目標に準拠した評価」の実質化や、教科・校種を超えた共通理解に基づく組織的な取組

を促す観点から、別添イメージを踏まえつつ、観点別評価の観点とその趣旨を検討する

こと。具体的な観点の書きぶりや趣旨の記述については、教科の特性を踏まえた表現ぶ

りを検討すること。その際、小・中・高を通じて一貫した観点となるように留意するこ

と。 

○観点別評価については、毎回の授業で全てを見取るのではなく、カリキュラム・マネジメ

ントの考え方のもと、単元や題材を通じたまとまりの中で、学習・指導内容と評価の場

面を適切にデザインしていくことが重要であることに留意すること。また、各教科等で

平成 28 年 2 月 24 日 

総 則 ・ 評 価 特 別 部 会 

   資 料３ －１ 
※会議での意見を踏まえ修正 
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検討いただいている学習プロセスの在り方の中で、評価の場面との関係性も明確にでき

るよう工夫すること（複数の観点を一体的に見取ることも考えられる）。 

 

○「知識・技能」については、事実的な知識のみならず、構造化された概念的な知識の獲得

に向かうことや、一定の手順に沿った技能のみならず、変化する状況に応じて主体的に

活用できる技能の習熟・熟達に向かうことが重要であることに留意すること。各教科等

の特性や発達の段階に応じて、どのような知識・技能を獲得することが求められるのか

を、目標や指導内容の構成の中で明確にできるよう工夫すること。 

○「思考・判断・表現」については、各教科等の特性に応じ育まれる見方や考え方を用いた

学習のプロセスを通じて評価すること。各教科等の特性や発達の段階に応じて、どのよ

うな思考・判断・表現が求められるのかを、目標や指導内容の構成の中で明確にできる

よう工夫すること。その際、思考力・判断力・表現力の成長は一定の時間をかけて成長

していくものであり、学年等を超えた整理が必要であることに留意すること。 

○「主体的に学習に取り組む態度」と、資質・能力の柱である「学びに向かう力・人間性」

の関係については、「学びに向かう力・人間性」には①「主体的に学習に取り組む態度」

として観点別評価（学習状況を分析的に捉える）を通じて見取ることができる部分と、

②観点別評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しきれないことから個人内評価

（一人一人の良い点や可能性、進歩の状況について評価する）を通じて見取る部分があ

ることに留意すること。 

○また、「主体的に学習に取り組む態度」については、学習前の診断的評価のみで判断した

り、挙手の回数やノートの取り方などの形式的な活動で評価したりするのではなく、子

供たちが学習に対する自己調整を行いながら、粘り強く知識・技能を獲得したり思考・

判断・表現しようとしたりしているかどうかという意思的な側面を捉えて評価すること。

このことは現行の「関心・意欲・態度」の観点についても本来は同じ趣旨であるが、上

述の挙手の回数やノートの取り方など、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面

を捉える評価であるような誤解が払拭し切れていないのではないか、という問題点が長

年指摘され現在に至ることから、「関心・意欲・態度」を改め「主体的に学習に取り組

む態度」としたこと。こうした趣旨に沿った評価が行われるよう、単元や題材を通じた

まとまりの中で、子供が学習の見通しを持って振り返る場面を適切に設定することが必

要であること。 

○現行の観点別評価の観点において、別添イメージ記載の観点のうち示していない要素があ

る教科等については、知識や技能の在り方、技能と表現との関係等について、各教科等

の本質に照らしてご検討いただき、三つの観点が相互に関係し合いながら育成されるも

のであることを前提としつつも、それぞれの観点や趣旨が明確に示されるようにご検討

いただきたいこと。 
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（指導要録の在り方について、その他） 

○上記の方向性を踏まえた指導要録の在り方については、総則・評価特別部会における議論

を踏まえ引き続き専門的に検討していくこと。 

○指導要録に加えて、子供一人一人が、自らの学習状況やキャリア形成を見通し振り返るこ

とができるようにするために仕組みの在り方を検討していくこと。こうした仕組みを活

用しながら、子供たちが自己評価を行うことを、教科等の特性に応じて、学習活動の一

つとして位置付けることが重要であること。その際、教員が対話的に関わることで、自

己評価に関する学習活動を深めていくことが重要であること。 

○学びのポートフォリオや、個々の学びの特性が、校種を越えて共有されるような仕組みの

在り方を検討していくこと。 

○学習評価に関する残された論点については、各教科等WGにおける議論の状況を踏まえ

つつ、総則・評価特別部会において引き続き検討していくこと。 
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幼稚園、小学校、中学校、高等学校等における特別支援教育について 

特別支援教育部会に

おける検討事項 

特別支援教育部会における主な意見 

① 各教科等の目標

を実現する上で

考えられる困難

さに配慮するた

めに必要な支援

の改善・充実。 

【現状】 

・学習指導要領の総則において「個々の児童の障害の状態等に応

じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと」

と規定。 

・学習指導要領解説（総則編）において、障害別の配慮を例示。 

【主な意見】 

各教科等の目標を実現するとともに、児童生徒の障害の状態や

学習の過程で考えられる困難さに配慮した指導ができるよう、 

○総則だけではなく、各教科等においても配慮の例を示すことが

必要ではないか。 

○総則及び各教科等において示す際には、障害別の配慮のみなら

ず、学習の過程で考えられる困難さに対する配慮の例を示すこ

とが考えられるのではないか。 

○また、困難さを克服するとともに、得意な分野を伸ばすことへ

の配慮も示していく必要があるのではないか。 

② 通級による指導

や特別支援学級

の意義、それらの

教育課程の取扱

いについての改

善・充実。 

【現状】 

≪通級による指導、特別支援学級ともに≫ 

・通級による指導や特別支援学級の目的や内容については、別途、

学校教育法施行規則及び文部科学省告示で規定。（このため、学

習指導要領では、通級による指導や特別支援学級の教育課程の

取扱い等に関する規定は設けられていない。） 

 

≪通級による指導≫ 

・文部科学省告示において、障害に応じた特別の指導は、障害の

状態の改善又は克服を目的とする指導と規定。 

・学習指導要領解説において、指導に当たっては、特別支援学校

における指導領域「自立活動」を参考として、個々の児童生徒

の障害の状態等に応じて目標・内容を定め、学習活動を実施す

ることを記述。 

・高等学校における指導については、現在、「高等学校における特

別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議」において検討

特別支援教育部会における検討状況（第４回まで） 
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を行っており、この検討経過を踏まえ、特別支援教育部会や総

則・評価特別部会において、教育課程全体の改訂の議論の中で

検討を行う予定。 

 

≪特別支援学級≫ 

・文部科学省通知及び学習指導要領解説において、特別支援学級

における指導に当たって、特別の教育課程を編成する場合は、

必要に応じて、特別支援学校小・中学部学習指導要領を参考と

して、実情に合った教育課程を編成することを記述。 

（学習指導要領解説で示している例） 

・特別支援学校の「自立活動」を取り入れる 

・各教科の目標・内容を下学年の教科の目標・内容に替える 

・特別支援学校（知的障害）の各教科の一部又は全部に替える 

 など 

【主な意見】 

≪通級による指導≫ 

通級による指導の充実を図るとともに、通級による指導と各教

科等の指導との関連が明らかになるよう、 

○学習指導要領の総則において、通級による指導の目標・内容や、

教育課程の構造等、配慮事項等を示すことが必要ではないか。 

 

≪特別支援学級≫ 

小・中学校教育の目標や内容を達成するとともに、学級の実態

や児童生徒の障害の程度等を踏まえた、実情に合った教育課程が

編成できるよう、 

○学習指導要領の総則において、特別支援学級における教育課程

の基本的な考え方や編成の方針等を具体的に示すことが必要で

はないか。 

③ 合理的配慮の提

供も含めた「個別

の教育支援計画」

や「個別の指導計

画」の位置付け並

びに作成・活用の

方策についての

明確化。 

【現状】 

≪合理的配慮※の提供≫ 

・障害者の権利に関する条約（平成 19 年 9 月日本国署名）を踏

まえ、中央教育審議会初等中等教育分科会報告「共生社会の実

現に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援

教育の推進」（平成 24 年 7 月）において、合理的配慮の観点（3

観点 11 項目、参考資料Ｐ11 参照）を示し、各学校における合

理的配慮の提供を周知。 
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・障害者差別解消法の施行（平成 28 年 4 月）に伴い、合理的配

慮の提供について、国や地方公共団体は法的義務、民間事業者

は努力義務が課される。 
※権利条約における合理的配慮の定義を踏まえ、行政機関等及び事業者に対

し、その事務・事業を行うに当たり、個々の場面において、障害者から現

に社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合におい

て、その実施に伴う負担が過重でないときは、障害者の権利利益を侵害す

ることとならないよう、社会的障壁の除去の実施について、必要かつ合理

的な配慮を行うことを求めている。 

 

≪個別の指導計画、個別の教育支援計画≫ 

・学習指導要領総則において、障害のある幼児児童生徒などに対

して、個々の幼児児童生徒の障害の状態等に応じた指導内容や

指導方法の工夫を計画的、組織的に行うことが例示されている。 

・作成する必要がある幼児児童生徒に対する作成状況は、小・中

学校においては作成が進んでいたが、幼稚園、高等学校におい

ては作成状況に課題。 

【主な意見】 

≪合理的配慮の提供≫ 

○合理的配慮の考え方（合理的配慮の観点、意思の表明から提供

までの留意点など）を示す必要があるのではないか。 

○合理的配慮が継続的に提供できるよう、「個別の指導計画」や「個

別の教育支援計画」を作成する際にも、合理的配慮の提供につ

いて記述することが必要ではないか。 

 

≪個別の指導計画、個別の教育支援計画≫ 

○通級による指導を受ける児童生徒及び特別支援学級に在籍する

児童生徒については、「個別の教育支援計画」や「個別の指導計

画」を全員作成することとしてはどうか。 

○「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」の作成・活用の

留意点（実態把握から評価改善など）を示すことが必要でない

か。 

 

④ 特別支援教育コ

ーディネーター

を中心とした校

内体制の確立等

の観点等の明確

【現状】 

・学習指導要領総則において、個々の幼児児童生徒の障害の状態

等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行う

こととし、学習指導要領解説において、特別支援教育コーディ

ネーターを中心とした校内体制の在り方を示している。 
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化。 ・校内委員会の設置状況及び特別支援教育コーディネーターの指

名状況は小・中学校ではおおむね１００％（幼稚園での設置・

指名はそれぞれ約 60％、高等学校では約 85％）。 

【主な意見】 

特別支援教育に係る組織的な対応が一層充実されるよう、 

○特別支援教育コーディネーターの役割は不可欠となっており、

特別支援教育コーディネーターを中心とする校内体制等の在り

方（特別支援教育に係る校内委員会の設置、教務や生徒指導等

との連携など）を示す必要があるのではないか。 

 

⑤ 共生社会の形成

に向けた障害者

理解の促進、交流

及び共同学習の

一層の充実。 

【現状】 

・総則において、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習

や（中略）を設けることと規定。 

・幼稚園、小・中・高等学校及び特別支援学校において、それぞ

れの学校の教育課程に位置付け、計画的な交流及び共同学習を

実施。 

【主な意見】 

○学習指導要領総則の一般方針において、共生社会の形成に向け

た障害者理解の促進を示す必要があるのではないか。 

※交流及び共同学習の理念や取組を共有すること（事例集等の作

成など）や、交流及び共同学習を通して育む力と教育課程との

関係、特別支援教育コーディネーターを中心とした実施体制の

在り方等について、引き続き、特別支援教育部会で検討する必

要。 

 

 
※幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等との間で、子供たち一人

一人の学びの連続性を実現するための教育課程の円滑な接続の実現について
は、今後、特別支援教育部会で検討した上で、総則・評価特別部会において検
討を行う予定。 
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各教科等における障害に応じた配慮事項について（検討例）

（小学校学習指導要領解説）
総則編

■ の配慮の例を示す。

：体育科におけるボール運動の指導、
理科等における観察・実験の指導

：国語科における音読の指
導、音楽科における歌唱の指導

：体育科における実技の指導、
家庭科における実習

：国語科における書き取

り、算数科における筆算や暗算の指導
：

話して伝えるだけでなく、メモや絵など
を付加する指導 など

これまでの示し方

小学校学習指導要領 総則
個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や

指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

（小学校学習指導要領解説）
総則編における障害種の特性に関する記述に加え、

各教科等編において

■ 学習の過程で考えられる ごとに示す。

【困難さの例】 ※教科等の特性に応じて例示

≪情報入力≫ ≪情報のイメージ化≫

など

など

≪情報統合≫

など

≪情報処理≫

など
※1：一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること
※2：1つ1つ順々に問題を処理していくこと

≪表出・表現≫

など

改善の方向性

小学校学習指導要領 総則
各教科等

■ 総則に加え、 。

平成 2 7 年 1 2 月 2 2 日
総則・評価特別部会

資料２－２

＜平成27年12月16日
教 育 課 程 部 会
特 別 支 援 教 育 部
(第３回）資料４－２＞

幼稚園における障害に応じた配慮事項について（検討例）

（幼稚園教育要領解説）
■ の配慮の例を示す。

：弱視の幼児がぬり絵をするときには
輪郭を太くするなどの工夫
：絵本を読むときには教師が近くに座
るようにして声がよく聞こえるように
する

：興味や関心をもって進んで体
を動かそうとする気持ちがもてるよう
に工夫 など

これまでの示し方

幼稚園教育要領
個々の幼児の障害の状態などに応じた指導内容や指

導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

（幼稚園教育要領解説）
■ 幼児の活動を通じて考えられる ごと
に示す。

【困難さの例】
≪情報入力≫ ≪情報のイメージ化≫

など

など

≪情報統合≫

など

≪情報処理≫

など
※1：一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること
※2：1つ1つ順々に問題を処理していくこと

≪表出・表現≫

など

改善の方向性

幼稚園教育要領
※「論点整理」における「幼稚園における特別支援
教育」の改訂の具体的な方向性を踏まえ検討。

※ 上記の困難さの例は、小学校の例を参考に作成したものであり、幼稚園
において実際に示す場合は、幼児期の特性に応じた、困難さの例を検討。
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※中学校、高等学校については今後整理予定

【配慮の考え方、配慮の例の示し方】
（ の例）
● には、自分がどこを読むのかが分かるよう、
教科書の文を指で押さえながら読むよう促したり、行間を空けるための拡大コピーをしたり、
語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きをしたり、読む部分だけが見える自助具（ス
リット等）を活用したりするなどの配慮をする。

● には、
児童がどのように考えればよいのかわかるように、考える項目や手順を示したプリントを準備
したり、一度音声で表現させたり、実際にその場面を演じさせたりしてから書かせたりするな
どの配慮をする。

● には、児童
が身近に考えられる主人公の物語や生活経験に近い教材を活用し、行動や会話文に気持ちが込
められていることに気付かせたり、気持ちの移り変わりがわかる文章のキーワードを示したり、
気持ちの変化を図や矢印など視覚的にわかるようにしてから言葉で表現させたりするなどの配
慮をする。

●
には、紙やホワイトボードに書いたものを提示させたり、ＩＣＴ機器を

活用して発表させたりするなど、児童の表現を支援するための多様な手立てを工夫し、自分の
考えを持つこと、表すことに対する自信を持つことができるような配慮をする。

【困難さの状態】：視覚、言語理解など 【配慮の意図】

■ 資質・能力の育成、各教科等の目標の実現を目指し、
児童生徒の十分な学びが実現できるよう、
学習の過程で考えられる に対する ＋ の例を示す。
（安易な学習内容の変更や学習活動の代替にならないよう、教員が配慮の意図を持つ必要）

【手立て】：
見えにくさに応じた情報保障

具体的イメージなど

注意のコントロールなど

心の理論など

（ の例）
● は、正しい位置に印が付けやすいように、罫
線の色を変更したり、マス目を大きくしたり、マーカーの色を変更したりするなどの配慮をす
る。

●
は、児童がイメージを持つことができるよう、児童の興味・関心や生活経験に

関連の深い題材を取り上げる、既習の言葉や分かる言葉に置き換えるなどの配慮をする。

● 、
計算のきまりを理解させるために、計算の順番を示した手順書を手元に置かせたり、式を分解
してそれぞれを計算させ、混合式との比較をさせるなどの工夫を行う。

● 、目的に応じたグラフの表し方があるこ
とを理解するために、同じデータについての縦軸の幅を変えたり、読みやすさや読みにくさを
強調したグラフを見比べるなどの活動を通して、よりよい表し方に気付かせる配慮をする。

視知覚（位置）など

実際的イメージなど

継次処理など

視覚記憶、同時処理など

（ の例）
● には、目の機
能の問題から困難さが生じている場合があることから、読み取りやすくなるように、地図を拡
大したり、見る範囲を限定したり、地図に掲載されている情報を削ったりするなどの配慮をす
る。

● 他者との関わりを持つことが難しく、国会など議会政治などの動きに興味が持てない場合
には、社会的事象への興味・関心を高めるため、社会の動きと身近な生活がつながっていること
を実感できるよう、社会的事象と自分たちの生活との関わりを考える問題解決的な学習の工夫や、
特別活動における児童会活動との関連づけなどを通じて、実際的な体験の機会を取り入れ、学習
活動の順序を分かりやすく説明し安心して学習できるよう配慮をする。

視知覚、空間認知など

具体的イメージ、心の理論など
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（ の例）
●

には、学習の見通しが持てるよう、実験の手順や
方法を視覚的に表したプリント等を掲示したり、配付したりするなどの配慮をする。また、

には、教師の目の届
く場所で活動できるようにするなどの配慮をする。

●
には、変化に着目し、理解することができるよう、観察するポイントを示し

たり、雲の変化を短時間にまとめたICT教材を活用したりするなどの配慮をする。

実際的イメージ、経時処理など

注意のコントロール
（多動性）など

（ の例）
●
は、音楽的な特徴をとらえやすくできるよう、音楽に合わせて一緒に拍を打ったり体を動かし
たり、音楽的な特徴を視覚化するなどの配慮をする。

聴知覚、聴覚記憶など

（ の例）
● には、そ
の意味を理解できるように、言葉だけでなく、実際に体験するなど、活動する中で場面に応じ
た指導を段階的に行う。

体験不足、心の理論、注意のコントロールなど

視知覚、図と地の弁別、
視覚記憶、時間把握など

（ の例）
●

は、生活の中で起こりうることをパターン化して繰り返し具体的に指導するなどの配慮を
する。また、実際に買物するなど生活で実践できるよう家庭と連携を図る必要がある。

前庭覚、継次処理、身振り

（ の例）
● 、造形的な特徴を詳しく捉えるように
するために、言語化するなどの配慮をする。

● や、
には、表現している部分と全体の関係をつ

かみ、活動の見通しを持つことができるよう、作品を離して見せるなどの配慮をする。

●
、形や色、動きや奥行きなどの造形的な特徴を捉えやすくするため、写真

などの平面に置き換えて見ることのできるツールの活用や、ライトなどにより明暗を明確にす
るなどの配慮をする。

視知覚（形）など

スモールステップなど 図と地の分別など

空間把握など

実際的イメージ、選択決定など
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（ の例）
● には、極度の不器用さ
や動きを組み立てることに苦手さがあることが考えられることから、動きを細分化して指導し
たり、適切に動きを補助しながら行うなどの配慮をする。

● には、活動の見通
しが持てなかったり、考えたことや思ったことをすぐ行動に移してしまったりすることがある
ことから、活動の見通しを立ててから活動させたり、勝った時や負けた時の表現の仕方を事前
に確認したりするなどの配慮をする。

前庭覚、継次処理、身振りなど

注意のコントロール（固執性）など

（ の例）
● には、他者の心情を理解
するために、役割を交代して動作化や劇化した指導を取り入れる。

●
、注意が持続できるよう、適度な時間で活動を切

り替えるなどの配慮をする。また、他の児童からも許容してもらえるような雰囲気のある、学
級づくりにも配慮する。

体験不足、心の理論など

注意のコントロール（多動性）など

（ の例）
● 、外国語の音声（音韻）やリズムと日本語との違い
に気付くことができるよう、音声を文字で書いて見せる、リズムやイントネーションを記号
や色線で示す、指導者が手拍子を打つ、音の高低を手を上下に動かして表すなどの配慮をす
る。また、活動の流れがわかるように、本時の活動の流れを黒板に記載しておく。

聴知覚、聴覚記憶など

（ の例）
● には、注意や集中のコントロールが難しかっ
たり情報処理に偏りがあったりすることから、作業を確認しながら取り組むことができるよう、
まとめる手順や調べ方、調べる内容、着目する点などを具体的に例示するなどの配慮をする。

スモールステップ、継次処理、短期記憶、言語化など

（ の例）
●

、見通しが持てるよう、行事のねらいや活動の内容、行動の仕方などにつ
いて、事前指導をしっかりと行うなどの配慮をする。

見通しのもちにくさ、状況把握など

の例
● 、具体的な経験を豊かにできるよう、安全な場で自分か
ら積極的に体を動かし、いろいろな運動の楽しさを知り、活発に活動できるようにしたり、手
を使っていろいろな物を観察したり、作ったりできるよう配慮をする。

● 、様々な経験を通して、言葉の習得及び概念の
形成ができるよう、単に名称のみの理解にとどまらないようにし、人や物の性質、属性などを
含めて考えたり、他の人や物と比較して違いを考えたりすることを取り入れるよう配慮をする。

● 、幼児が自ら環境と関わり、主体的な活動ができるよう、遊
具や用具などを工夫したり、必要に応じて補助用具等の活用を図るなどの配慮をする。

視覚、体験不足、空間把握など

聴覚、具体的イメージ、言語理解など

体験不足、空間把握など
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情報に関わる資質・能力について

平成 2 8 年 1 月 1 8 日

総則・評価特別部会

資料２－１
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①
多
様
で
大
量
の
情
報
を
収
集
、
整
理
・分
析
、
ま
と
め
表
現
す
る
こ
と
な
ど
が

で
き
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
容
易
で
あ
る
こ
と

（
観
察
・
実
験
し
た
デ
ー
タ
な
ど
を
入
力
し
、
図
や
グ
ラ
フ
等
を
作
成
す
る
な
ど
を
繰
り
返
し
行
い

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
）
→
試
行
の
繰
り
返
し
、
調
べ
学
習
、
ド
リ
ル
学
習
、
プ
レ
ゼ
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、
情
報
共
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②
時
間
や
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わ
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、
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・画
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等
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積
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受
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と
い
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時
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的
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的
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（
距
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を
問
わ
ず
に
児
童
生
徒
の
思
考
の
過
程
や
結
果
を
可
視
化
す
る
）
→
思
考
の

可
視
化
、
学
習
過
程
の
記
録
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に
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わ
り
な
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に
情
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発
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教
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考
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タ
ラ
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テ
ィ
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、
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メ
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○
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立
っ
た
深
い
学
び
、
対
話
的
な
学
び
、
主
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学
び
の
実
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大
き
く
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○
個
々
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能
力
や
特
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応
じ
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学
び
の
実
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大
き
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○
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や
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地
理
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右
さ
れ
な
い
教
育
の
質
の
確
保
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)
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ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

IC
Tの
効
果
的
活
用

問 題 発 見･ 解 決 の プ ロ セ ス

問
題
の
発
見

問
題
の
定
義

解
決
の
方
向

性
の
決
定

解
決
方
法
の

提
案

計
画
の
立
案

結
果
の
予
測

計
画
の
実
行

振
り
返
り

次
の
問
題
解

決
へ

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
様
々
な
思
考
･判
断
･表
現
が
発
揮
さ
れ
る
。

自
然
現
象

の
中
に
問

題
を
見
出
す

関
係
す
る
知

識
の
習
得

予
想
や
仮

説
を
立
て
る

計
画
を
立
て

て
観
察
･実

験
す
る

結
果
を
分
析

し
て
解
釈
･

表
現
す
る

身
に
付
け
た

知
識
や
能

力
を
振
り
返

る

身
に
付
け
た

力
を
使
っ
て

次
の
問
題

へ

（
理
科
の
例
）
※
教
科
等
ご
と
に
こ
う
し
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
と

IC
Tの
効
果
的
活
用
に
つ
い
て
検
討
。

IC
Tの
効
果
的
な
活
用

（
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
）

深
く
、
対
話
的
で
主
体
的
な

豊
か
な
学
習
を
実
現

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働
、
外
部
と
の
相
互
作
用

問
題
の
発
見
・
解
決
の
方
法
等
の
理
解
と
技
能
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
基
本
的
な
操
作
技
能
の
習
得
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問
題
の
発
見

問
題
の
定
義

解
決
の
方
向

性
の
決
定

解
決
方
法
の

提
案

計
画
の
立
案

結
果
の
予
測

計
画
の
実
行

振
り
返
り

次
の
問
題
解

決
へ

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働
、
外
部
と
の
相
互
作
用

発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
や
話
合
い

協
働
制
作
・
製
作

（
レ
ポ
ー
ト
、
発
表
資
料
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品
、

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
製
作
品
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
）

課
題
の
把
握

（
情
報
の
提
示
に
よ
る

興
味
･関
心
の
喚
起
）

記
録
の
活
用

（
自
ら
の
学
び

の
振
り
返
り
）

個
に
応
じ
た
学
習

障
害
の
状
態
等
に

応
じ
た
指
導

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
、
デ
ー
タ
分
析

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
資
料
や
作
品
の
制
作

家
庭
学
習
・
反
転

学
習

他
校
の
児
童
生
徒
、
社
会
人
、
外
国
の
人
々
等
と
の
交
流

協
働
で
の
意
見
の
整
理

（
意
見
の
共
有
、
比
較
検
討
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た

調
査
活
動
（
調
べ
学
習
）

上
記
の
プ
ロ
セ
ス

の
全
て
に
当
て
は

ま
る
活
用

深
い
学
び

対
話
的
な

学
び

主
体
的
な

学
び

遠
隔
教
育

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

IC
Tの
効
果
的
活
用
の
例

問 題 発 見･ 解 決

の プ ロ セ ス Ｉ Ｃ Ｔ の 効 果 的 活 用 の 例

留
意
す
べ
き
点

各
プ
ロ
セ
ス
と
活
用
例
と
の
対
応
は
例
示
で
あ
り
、
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

学
習
活
動
の
つ
な
が
り
と
学
び
の
広
が
り
（
例
え
ば
、
対
話
的
な
学
び
が
起
こ
り
つ
つ
、
深
い
学
び
や
主

体
的
な
学
び
も
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
を
意
図
し
た
、
単
元
の
構
成
の
工
夫
等
が
望
ま
れ
る
こ
と

「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
実
証
研
究
報
告
書
」

(平
成

25
年
度

)を
基
に
作
成
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資質・能力の三つの柱から整理した、高等学校卒業までに全ての生徒に

育むべき情報に関わる資質・能力のイメージ（案）

情報活用の実践力
課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・

表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力

■ 課題や目的に応じた情報手段の適切な活用

■ 必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造

■ 受け手の状況などを踏まえた発信・伝達

情報の科学的な理解
情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・

改善するための基礎的な理論や方法の理解

■ 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解

■ 情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解

情報社会に参画する態度
社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報モラルの必

要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

■ 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の理解

■ 情報モラルの必要性や情報に対する責任

■ 望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

情報活用能力の３観点８要素を基に、教育課程企画特別部会「論点整理」の
方向性も踏まえて整理

ⅰ) 個別の知識
・技能 ・ 思考や創造等に活用される基礎的な情報としての）教科等の学習を通（

じて身に付ける知識等（ 、何を知っているか

何ができるか）

・情報を活用して問題を発見・解決したり考えを形成したりする過程や方法に
ついての理解

（ ）・問題の発見・解決等の過程において活用される情報手段 コンピュータなど
の特性についての理解とその操作に関する技能

・アナログ情報とディジタル情報の違い（ サイトと新聞や書籍等によりWeb
得られる情報の早さや確かさの違い）など、情報の特性の理解

・コンピュータの構成や情報セキュリティなど、情報手段の仕組みの理解
・社会の情報化と情報が社会生活の中で果たしている役割や及ぼしている影響
の理解

・情報に関する法・制度やマナーの意義についての理解

ⅱ) 思考力・判 ・情報を活用して問題を発見・解決し新たな価値を創造したり、自らの考えの
断力・表現力等 形成や人間関係の形成等を行ったりする能力

－目的に応じて必要な情報を収集・選択したり、複数の情報を基に判断した（知っていること・

りする能力できることをどう使

－情報を活用して問題を発見し、解法を比較・選択し、他者とも協働したりうか）

しながら解決のための計画を立てて実行し、結果に基づき新たな問題を発
見する等の能力

、 、－相手や状況に応じて情報を的確に発信したり 発信者の意図を理解したり
考えを伝え合い発展させたりする能力

など
・問題の発見・解決や考えの形成等の過程において情報手段を活用する能力

ⅲ) 学びに向か ・情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうとする情意や態度
う力、人間性等 等

・自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする情意や態度等（どのように社会・

・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする情意や態度等世界と関わりよりよ

・情報や情報技術を積極的かつ適切に活用して情報社会（情報の果たす役割がい人生を送るか）

一層重要になっていく社会）に主体的に参画し、より望ましい社会を構築し
ていこうとする情意や態度等
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※ ⅰ）個別の知識・技能、ⅱ）思考力・判断力・表現力等、ⅲ）学びに向かう力、人間性等は相互
に関連して育まれるものである。
例えば、情報モラルに関しては、
ⅰ （ディジタル情報は一旦拡散すると完全に消去することは難しいという）情報の特性や、情）
報に関する法・制度やマナーの意義についての理解

ⅱ）相手や状況に応じて情報を的確に発信する能力
ⅲ）情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする情意や態度等

情報セキュリティに留意した情報手段の活用に関しては、
ⅰ）情報セキュリティを確保する必要性とそのための仕組みや関連する法・制度の意義について
の理解

ⅱ）問題の発見・解決等の過程において情報手段を活用する能力
ⅲ）自らの情報活用を振り返り、評価し改善しようとする情意や態度等

問題の発見・解決等を行うに当たっての信頼性や信憑性に留意した情報の選択に関しては、
ⅰ （情報技術の進展により誰もが情報の発信者となれるという利点の反面、信頼性や信憑性の）
低い情報もあるという）情報の特性の理解

ⅱ）目的に応じて必要な情報を収集・選択する能力
ⅲ）情報を多角的・多面的に吟味しその価値を見極めていこうとする情意や態度等

が相互に関連して育まれなければならないということに留意する必要がある。
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小・中・高等学校の発達段階に応じた資質・能力育成の観点のイメージ（案）

（情報科の選択科目）

共通必履修科目の履修を前提として、情報や情報技術を問

題の発見と解決に活用するための科学的な考え方等を一層

深める

情報ワーキンググループにおいて検討中

（情報科の共通必履修科目）

【高等学校】 情報に関わる資質・能力を育てる中核の科目として、情報

や情報技術を問題の発見と解決に活用するための科学的な

考え方等を育てる

○問題解決の考え方・方法の理解と活用

○情報技術の理解と問題の発見・解決への活用（プログ

ラミングなど） 等

（各教科（情報科を含む ）の必履修科目）。

情報社会への主体的な参画に向けて、問題を発見・解決したり自らの考えを

形成したりする過程や、情報手段等についての知識と経験を、科学的な知と

して体系化していくようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を高等学

校教育の本質的な学びを深める中で身に付ける

（技術・家庭科「情報に関する技術 ）」

【中学校】 計測・制御やコンテンツに関するプログ

ラミングなど、ディジタル情報の活用と

情報技術を中心的に扱う

（ （ 。））各教科 技術・家庭科を含む

情報を効果的に活用して問題を発見・解決したり、自らの考えを形成したり

する経験や、その過程で情報手段を活用する経験を重ねつつ、抽象的な分析

等も行えるようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を中学校教育の本

質的な学びを深める中で身に付ける

【小学校】

さまざまな問題の発見・解決の学習を経験しながら、そこに情報や情報手段

が活用されていることや、身近な生活と社会の情報化との関係等を学び、情

報や情報手段によさや課題があることに気付くとともに、情報手段の基本的

な操作ができるようにするなど、発達段階に応じた資質・能力を小学校教育

の本質的な学びを深める中で身に付ける

（幼児教育において培われる基礎）

社
会
と
の
連
携
（
外
部
が
提
供
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
携
や

社
会
人
講
師
と
の
連
携
な
ど
）
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各教科等における情報に関わる資質・能力の育成 改善・充実のポイントのイメージ（案） 

全体の方向性 

総則など 

○教育課程全体を通じて、情報に関わる資質・能力を発達の段階に応じて

育成することができるよう、各教科等の特性に応じた指導内容の充実を図

るとともに、アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、

ICT を効果的に活用した学習が行われるようにすること。 

○特に小学校段階において、３学年の国語におけるローマ字学習や、総合

的な学習の時間において身に付ける学び方、社会科における資料の収集・

活用・整理などの活動、算数における図形やグラフの作成、理科における

観察・実験の記録等の学習とも関連させながら、情報手段の基本的な操作

（文字入力やデータ保存など）をどのようにできるようにしていくのか

を、カリキュラム・マネジメントの中で明確にすること。 

○個別の現代的な課題やテーマに焦点化した教育については、各学校が育

てる具体的な資質・能力を検討する中で、どのような課題やテーマを重点

的に扱うかを検討し、各教科等の学習との関係を整理していくこと。また、

学校だけでは指導体制の確保が難しい課題やテーマについては、「社会に

開かれた教育課程」の観点から、社会人講師の活用や外部が提供する学習

プログラムとの連携など、社会との連携を図ること。 

国語 

○様々なメディアによって表現された情報を理解したり、様々なメディア

を用いて表現したりするために、信頼性・妥当性なども含め、情報を多角

的に吟味して構造化する力や多様なメディアの特徴や効果を理解して活

用する力を育成すること。 

○出典の明示など、情報を引用する際に必要なきまり等を身に付けること。 

○ローマ字学習と情報機器の基本的な操作に関する学習を関連付けて実施

すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。必要に応じ、検索の仕方や発

表資料の作成など、情報収集や情報発信の手段としてＩＣＴを活用する機

会を設けること。 

社会 

地理歴史 

公民 

○観察や調査を通じて情報を集め、読み取り、まとめていくために必要な

力を育成すること。 

○取り出した情報を基に考察・構想・説明・議論するために必要な力を育

成すること。 

○社会における情報化の意味や影響について理解すること。 

○様々な情報が人々の意志決定に影響を与えていることについて理解する

こと。 
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○高等学校において「歴史総合（仮称）」を新設し、歴史に関する情報を

批判的に吟味し活用する力を育成すること。 

○高等学校において「地理総合（仮称）」を新設し、地図や地理情報シス

テム等を活用する力を育成すること。 

○高等学校において「公共（仮称）」を新設し、様々な情報を発信・受信

する知的主体として必要な力を育成すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

算数 

数学 

○数・式、記号、図、表、グラフなどを理解したり、数理的に問題を処理

したりするために必要な力を育成すること。また、統計的な内容等の改善

について検討すること。 

○問題解決の後，その過程を振り返って問題解決の手順を確認し，同様の

問題に適用することなどを通して，アルゴリズムに対する理解を深めさせ

ること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。グラフの作成やデータの分析

等にコンピュータを積極的に活用すること。 

理科 

○自然事象の中から必要な情報を抽出したり、得られた情報を基に課題や

仮説を立てたり、観察・実験を通じて得られたデータを処理・整理したり、

観察・実験の結果を基に考察・推論したりするために必要な力を育成する

こと。 

○科学技術の発展と日常生活や社会との関連について理解すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。観察・実験の計測や記録、デ

ータの処理等にコンピュータを積極的かつ適切に活用すること。 

○観察・実験レポートの作成や発表などにおいて、参考文献や引用部分を

明示するなど、知的財産の保護や活用の意義を理解し行動できるようにす

ること。 

生活 

○様々な手段を適切に使って情報を伝え合いながら、身近な人々と関わっ

たり交流したりできるようにすること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

音楽 

芸術（音楽） 

○音楽を形づくっている要素や要素同士の関連及びその働きの視点で捉

え、それらを活用して表現したり鑑賞したりできるようにすること。 

○音楽に関する知的財産の意義（保護と活用）について理解すること。 
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○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。必要に応じ、ソフトウェアや

プログラムを活用した活動を行うこと。 

図画工作 

美術 

芸術（美術・

工芸） 

○形や色彩などの造形的な視点で捉え、それらを活用して表現したり鑑賞

したりできるようにすること。 

○美術に関する知的財産の意義（保護と活用）について理解すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。必要に応じ、ソフトウェアや

プログラム、映像メディアを活用した活動を行うこと。 

芸術（書道） 

○書を構成する要素やその関連から生み出される働きを捉え、それらを活

用して表現したり鑑賞したりできるようにすること。 

○書道に関する知的財産の意義（保護と活用）について理解すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

家庭 

技術・家庭 

○家庭科及び技術・家庭科（家庭分野）については、生活の課題を解決す

るために必要な情報を収集、選択、判断し、実生活に活用するために必要

な力を育成すること。消費生活における情報化の進展に対応し、消費者と

して、適切な意思決定に基づいた消費行動が行えるようにすること。 

○技術・家庭科（技術分野）については、情報に関する技術の役割や影響

について理解し、それらを適切に評価し活用するために必要な力を育成す

ること。また、計測・制御だけではなく、コンテンツに関するプログラミ

ングについても学ぶこととすること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。実験・実習等の記録やデータ

の処理等にコンピュータを積極的に活用すること。 

体育 

保健体育 

○必要な情報を基に、生涯を通じた運動やスポーツとのかかわり方を見付

けていくために必要な力や、仲間と協力して課題を解決していくために必

要な力などを育成すること。 

○健康に係る情報を収集・選択し、健康の保持増進を目指して意思（意志）

決定・行動選択していくために必要な力を育成すること。 

○様々な情報機器の使用と、欲求やストレスを含めた健康の関わりについて

理解を深め、自分に合った対処法を身につけられるようにすること 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

外国語 
○外国語によるコミュニケーションに必要な情報を抽出し、得られた情報

を基に自分の考えを構成し、効果的に伝えるために必要な力を育成するこ
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と。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。外国語に触れる機会を増やす

ためにも、ICT を積極的に活用すること。 

情報 

○高等学校において共通必履修科目を新設し、情報に関わる資質・能力を

育てる中核として、情報や情報技術を問題の発見と解決に活用するための

科学的な考え方等を育てること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

職業に関する

各教科 

○各職業分野の課題を解決するために必要な情報を収集、選択、判断し、

産業・社会に活用するために必要な力を育成すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

道徳 

○情報モラルに関する指導を充実すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

総合的な学習

の時間 

○情報の集め方や調べ方、整理・分析の仕方、まとめ方や表現の仕方など

の、教科横断的に活用できる「学び方」を身に付けること。また、学習の

過程において情報手段の操作についても併せてできるようにすること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った学習活動において、ICT を効果的

に活用した学習が行われるようにすること。 

特別活動 

○情報化が進む社会の中で、情報を適切に活用してよりよい集団や個人の

生活、人間関係をつくり、責任ある行動をとっていくために必要な力を育

成すること。 

○自らのキャリア形成に必要な情報を収集し活用する力を育成すること。 

○アクティブ・ラーニングの視点に立った話合い活動や実践活動において、

ICT を効果的に活用した学習が行われるようにすること。 

※学習指導要領の内容を検討するにあたっては、学校や生徒のニーズに対応した ICT 機器

の開発を含む ICT 環境の整備を進めつつ、学校によって環境整備の状況が異なる実態を

踏まえる必要がある。 

※コンピュータにおける文字入力やデータ保存などの基本的な操作については、例えば教育

の情報化 HP に練習用教材を載せるなど、各学校が活用できるような教材を開発・普及し

ていくことが求められる。 
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健康、安全等に関わる育成すべき資質・能力

平成28年1月18日
総則・評価特別部会

資料３－１

体育に関する指導、健康・安全及び食育に関する指導

○教育振興基本計画(平成２５年６月閣議決定)
・体育・保健体育などの教科学習を中核として学校の
教育活動全体を通じた体系的な保健教育を充実す
る。
・学校における体系的な防災教育に関する指導内容の
整理、防災教育のための指導時間の確保など、防災
に関する教育の充実を図る。

○学校安全の推進に関する計画(平成２４年４月閣議
決定)
・安全教育を各教科等における学習活動としてのみな
らず，学校の教育活動全体の中で捉え，総合的に実
施していくことが重要である。
・安全教育のための指導時間を確保するための方策に
ついて，国は，その必要性や内容の検討を行う。

一人一人の生活の質的向上、社会の活力の向上など

○教育振興基本計画(平成２５年６月日閣議決定)
・栄養教諭を中核とした学校・家庭・地域の連携によ
る食育の充実を図る。

○食育基本法(平成１７年法律第６３号)
第十四条 政府は、食育の推進に関する施策を実施
するため必要な法制上又は財政上の措置その他の
措置を講じなければならない。

○学校給食法(昭和２９年法律第１６０号)
第十条 栄養教諭は、児童又は生徒が健全な食生活
を自ら営むことができる知識及び態度を養うため、
学校給食において摂取する食品と健康の保持増進
との関連性についての指導、食に関して特別の配
慮を必要とする児童又は生徒に対する個別的な指
導その他の学校給食を活用した食に関する実践的
な指導を行うものとする。この場合において、校長
は、当該指導が効果的に行われるよう、学校給食と
関連付けつつ当該義務教育諸学校における食に
関する指導の全体的な計画を作成することその他
の必要な措置を講ずるものとする。

○教育振興基本計画(平成２５年６月閣議決定)
・子供の体力の向上傾向が維持され、確実なものとなる
よう、学校や地域における子供のスポーツ機会の充実
を図る。
・スポーツ基本計画に基づき、体育・保健体育の授業や
運動部活動等の学校の体育に関する活動や地域ス
ポーツを通じて、子供が十分に体を動かして、スポー
ツの楽しさや意義・価値を実感できる環境整備を図る。

○スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）
第十七条 国及び地方公共団体は、学校における体育
が青少年の心身の健全な発達に資するものであり、
かつ、スポーツに関する技能及び生涯にわたってス
ポーツに親しむ態度を養う上で重要な役割を果たす
ものであることに鑑み、体育に関する指導の充実、体
育館、運動場、水泳プール、武道場その他のスポー
ツ施設の整備、体育に関する教員の資質の向上、地
域におけるスポーツの指導者等の活用その他の必要
な施策を講ずるよう努めなければならない。

学校における体育・健康に関する指導は，生徒の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を通じて
適切に行うものとする。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する指
導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，保健体育科はもとより，家庭科，特別活動などに
おいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。
（小学校・中学校学習指導要領においても同様）

防災を含む安全に係る記載の充実が必要

※幼稚園教育要領においては、健康、安全及び食育に関する規定がある。
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安全に関する資質・能力のイメージ

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を知っているか
何ができるか

安全な生活を送るための基礎となる
知識・技能

安全で安心な社会づくりの意義の理解

知っていること・できる
ことをどう使うか

安全確保のための的確な思考・判断に基づ
く意思決定（意志決定）・行動選択（危険予

測・回避）等

進んで安全で安心な社会づくりに参

加し貢献しようとする情意や態度等

教科横断的な

カリキュラム・マネジメントの実現

どのように学ぶか

（アクティブ・ラーニングの視点からの
創造的な学習プロセスの実現）

法令等
・強くしなやかな国民生活
の実現を図るための防
災・減災等に資する国土
強靭化基本法
・災害対策基本法
・交通安全対策基本法
・首都直下地震緊急対策
推進基本計画
・国土強靭化基本計画
・教育振興基本計画
・気候変動の影響への適
応計画
・学校安全の推進に関する
計画
・第９次交通安全基本計画

等

防災を含む安全に関する教育のイメージ

【生活科】
安全に気を付けて生活する≪安≫ 【

総
合
的
な
学
習
の
時
間
】

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
防
災
・
安
全
に
関
す
る

探
求
的
な
学
習

≪防≫・・・防災 ≪安≫・・・防災を含む安全

身
近
な
社
会
と
の
関
わ
り

安
全
な
社
会
と
の
関
わ
り

技術
・
家庭

図画
工作

美術
等

カリキュラム ・マネジメン トの実現

【
道
徳
】

生
命
を
尊
重
す
る
心
の
育
成

については更なる充実が必要

【小・社会科】
地域社会における災害の
防止等について調べ考え
る

≪安≫

【中・社会科】
地域の自然災害に応じた
防災対策の重要性につい
て考察 ≪防≫

【中・理科】
災害等の原因
となる現象の理
解

≪防≫

【小・体育科】
・自己の危険予測と
回避
・けがの防止と手当の
理解≪安≫

【高・理科】
地学的な概念
や法則性の理
解≪防≫

【高・保健体育科】
・社会生活における
危
険予測と回避
・支援者の視点から
の傷害の防止の理解

≪安≫

【高・公民】
安全・安心
な地域づく
りへの参画
≪防≫

【高・地理】
自然災害と災
害対策につ
いて考察

≪防≫

【小・理科】
災害に関する
基礎的な理解

≪防≫

【小・特別活動】
自らの安全確保のため
の主体的な行動≪安≫

【中・特別活動】
支援者としての視点を
含めた主体的な行動

≪安≫

【高・特別活動】
地域社会の安全への貢
献を含めた主体的な行
動 ≪安≫

主体的な行動に必要
な力を育む

安全・安心な地域社会づ
くりに必要な力を育む

自然現象等に
ついて理解する

安全で安心して生き
るための中核となる
力を育む

【中・保健体育科】
・自他の危険予測と
回避
・傷害の防止の理解

≪安≫

【幼児教育】
危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方がわかり、安全に気を付けて行動する≪安≫
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食育に関する資質・能力のイメージ

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を知っているか
何ができるか

健全な食生活を送るための基礎と
なる各教科等の知識・技能

知っていること・できる
ことをどう使うか

自らの食生活を適切に判断し、
食に関する課題を解決する力等

食の大切さ、健全な食生活の
実現に向かう情意や態度等

教科横断的な

カリキュラム・マネジメントの実現

どのように学ぶか

（アクティブ・ラーニングの視点からの食に

関する課題解決的な学習プロセスの実現）

法令等
・教育振興基本計画
・食育基本法
・学校給食法
・食育推進基本計画
・子供の貧困対策に関
する大綱
・食料・農業・農村基
本計画
・消費者基本計画

食育に関するイメージ

カリキュラム ・マネジメン トの実現

【総
合
的
な
学
習
の
時
間
】

伝
統
と
文
化
な
ど
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
を
食
に
す
る
探
究

的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
生
き
る
力
を
育
成

【食育の観点】 ①食事の重要性②心身の健康③食品を選択する能力④感謝の心⑤社会性⑥食文化

国語
理科
等

【中・技術・家庭】
食品の選び方、日
常食の調理、地域
の食文化の理解

【中・体育（保健分野）】

生活習慣病予防
に向けた食事の量
や質についての理
解

【高・保健体育】
健康の保持増進と
疾病予防のために
必要な食事の実践

【中・社会】
農業など産業が地域
において果たしてい
る役割等について考
察

身
近
な
生
活
や
個
人
生
活
に
お
け

る
食
と
の
関
わ
り

社
会
生
活
に
お
け
る
食
と
の
関

わ
り

○自らの食生活を適切に判断し、食に関する課題を解決する力 ○食の大切さ、健全な食生活の実現に向かう情意や態度等

【高・家庭】
食事と健康のかかわ
り、食べ物のおいしさ
などの理解と健全な
食生活の実践

【道
徳
】

食
事
マ
ナ
ー
な
ど
の
礼
儀
理
解
、
食
べ
物
を
大
切
に
し
、
食
べ
物
を
作
っ
た
人

へ
の
感
謝
の
念
と
態
度
を
育
成

【小・家庭】
食事の役割、調理
の基礎を理解

【小・体育（保健領域）】

調和のとれた食事
の必要性を理解

【小・生活】
観察や体験を通して
食べ物への親しみや
規則正しい生活を確
立

【小・社会】
食料生産に従事して
いる人々の工夫や努
力を調査

【特
別
活
動
】

食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
食
習
慣
の
形
成
、
心
身
と
も
に
健
康

で
安
全
な
生
活
態
度
を
育
成

【高・地理】

食料問題
について
地球的視
野からとら
え探究

【高・公民】

食料問題
について
政治と経
済を関連
させ探究

【幼児教育】
食育を通じた望ましい食習慣の形成
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心身の健康の保持増進に関する指導の資質・能力のイメージ

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を知っているか
何ができるか

健康な生活を送るための基礎となる
各教科等の知識・技能

知っていること・できる
ことをどう使うか

自らの健康を適切に管理し、改善していく力

健康に係る情報を収集し、意思決定（意志決定）・
行動選択していく力 等

健康の大切さ、健康の保持増進に
向かう情意や態度等

教科横断的な

カリキュラム・マネジメントの実現

どのように学ぶか

（アクティブ・ラーニングの視点からの
創造的な学習プロセスの実現）

法令等
・教育振興基本計画
・健康増進法
・歯科口腔保健の推進に関
する法律
・アルコール健康障害対策
基本法
・少子化社会対策大綱
・がん対策推進基本計画
・消費者基本計画

心身の健康の保持増進に関する教育のイメージ

【中学校・特別活動】
・心身ともに健康で安全な生活
態度や習慣の形成
・性的な発達への適応

【小学校・体育科】
・健康な生活 ・体の発育・発達

・心の健康 ・けがの防止 ・病気の予防

【中学校・保健体育科】
・心身の機能の発達と心の健康
（性に関する指導を含む）

・傷害の防止 ・健康と環境
・健康の保持増進と疾病の予防

【
総
合
的
な
学
習
の
時
間
】

福
祉
・
健
康
な
ど
横
断
的
・
総

合
的
な
課
題
を
解
決
す
る
探
求
的
な
学
習

【高等学校・特別活動】
・心身ともに健康で健全な生活
態度や規律ある習慣の確立

【高等学校・保健体育科】
・現代社会と健康（健康の考え方、健康
の保持増進と疾病の予防、精神の健康）
・生涯を通じる健康 ・社会生活と健康

身
近
な
生
活
や
個
人
生
活
に
お
け
る

健
康
と
の
関
わ
り

社
会
生
活
に
お
け
る

健
康
と
の
関
わ
り

【
道
徳
】

心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
心
の
育
成

生活科
理科
家庭科
技術・
家庭科
等

【小学校・特別活動】
・基本的な生活習慣の形成
・心身ともに健康で安全な生活
態度の形成

カリキュラム ・マネジメントの実現

学校

家庭・地域

個
別
指
導

【幼児教育】
・基本的な生活習慣の育成
・病気の予防
・危険を避ける能力の育成
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